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研究成果の概要（和文）：本研究では、コンテンツツーリズムを「物語、キャラクター、ロケ地など、ポピュラ
ーカルチャー作品を構成する創造的要素によって、全体的あるいは部分的に動機づけられた旅行行動（なお、こ
こでいうポピュラーカルチャー作品とは、映画、テレビドラマ、マンガ、アニメ、小説、ゲームなどを含む）」
と定義したうえで、この定義に当てはまる国内外の事例を取り上げ、日本で開発された理論・方法論を応用する
ことで分析を行った。その結果、日本のポップカルチャーが誘発する旅行行動のメカニズムを明らかにした。こ
れら成果は、英文専門書2冊、英文学会誌特集2冊を含む計100点以上の業績として国内外で発表した。

研究成果の概要（英文）：This research project defines contents tourism as “travel behaviour 
motivated fully or partially by narratives, characters, locations and other creative elements of 
popular culture forms, including film, television dramas, manga, anime, novels and computer games”.
 In over 100 research outputs, including 2 books and 2 journal special editions in English, the 
research group analyzed many examples of contents tourism in Japan. Using contents tourism theory 
and method as developed in Japan, the group also reexamined examples of tourism induced by popular 
culture outside Japan that had previously been discussed as examples of format-based tourism, e.g. 
film tourism. In the digital age, focusing on “the contents” and how they connect the three main 
tourism actors (fans, contents businesses, and local authorities) offers methodological advantages 
and is being increasingly adopted by international scholars. The project also offers policy 
recommendations for sustainable contents tourism.

研究分野： メディア・文化学、観光学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の観光研究では、ポップカルチャーファンの旅行行動について、メディアフォーマット毎に分類した枠組み
で分析が行われてきた（例えば、フィルムツーリズムなど）。本研究では＜メディア＞ではなく＜コンテンツ＞
に焦点を当て、ファンとコンテンツビジネスと地方自治体との関係性を分析する方法を開発した。その成果は、
国際学会・学術雑誌を通して発表し、メディアミックス時代に有効な手法として、国際的な注目を集めた。また
本研究では、持続可能なコンテンツツーリズム開発の有り方について、関係者間の共通利益を得るための課題を
精査し、具体的な政策案も提示するなど、社会的にも意義のある成果も得ることができた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 1990 年代以降、ポップカルチャーが誘発する観光について、国内外での注目が高まるように
なった。ファンがメディアを通して作品（小説、映画、ドラマ、ゲームなど）を消費した後に、
作品ゆかりの地に旅行する行動が多様化し、地域や旅行産業からビジネスチャンスとして意識
されるようになったのである。こうした旅行行動を指す語として、英語圏には＜フィルムツー
リズム＞や＜リテラリーツーリズム＞などが存在してきたが、日本では 2005 年にコンテンツ
ツーリズムという語が登場した。北海道大学メディア・コミュニケーション研究（当時）のシ
ートン・フィリップ（研究代表者）と同観光学高等研究センターの山村高淑は、この台頭する
コンテンツツーリズム現象に着目し、2010 年より共同研究を開始した。山村は日本語によるコ
ンテンツツーリズム研究のパイオニアの一人であり、シートンはメディア・文化学の専門家で
ある。さらにコンテンツツーリズム概念を国際的視座から検討するために、英語圏のフィルム
ツーリズム研究の第一人者、Sue Beeton 教授とも共同研究を開始し、2013 年には英語による
初めての＜コンテンツツーリズム＞に関する学術論文を発表し、同概念を広く世界に紹介した。
こうした背景により、2014 年度から 5 年間、科研費の助成を得て本研究プロジェクトが実施
された。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は以下の二点である。第一に、コンテンツツーリズムをポップカルチャーの伝
播と受容の側面から捉え直すことを通して、そうしたツーリズムが他者理解に果たす役割を明
らかにすること。第二に、これを踏まえて、日本の置かれている地政学上とりわけ国際的な相
互理解が求められている東アジア地域に着目し、日本のコンテンツをきっかけとしたコンテン
ツツーリズムが、日本の文化的安全保障に向けてどのような可能性と課題を有しているのか考
察を行うこと。なお本研究は、申請者らがそれまで国際的にも先駆的に実施してきた国内外の
コンテンツツーリズムの動向調査の成果を、学際的・国際的研究として大きく発展させること
により実施される。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、ファン、コンテンツビジネス、地方自治体という三者の関係について分析を行
う。コンテンツツーリズムにおけるこの三者関係は、コンテンツの介在により構築される。フ
ァンは、コンテンツビジネスが生み出した作品を消費する。コンテンツビジネスは、個人の作
者から多国籍企業まで多岐にわたる商業コンテンツ製作者として定義される。またファンは、
訪問先のコミュニティや目的地といった、地方自治体とも交流する。こうした地方自治体は、
コンテンツツーリストに提供される様々な観光事業を規制したり管理したりしている。そして
最後に、コンテンツビジネスと地方自治体は協力関係にある。地方自治体は、製作者が行うロ
ケーション・ハンティングへの協力、共同プロモーション等の協力を行う一方、コンテンツビ
ジネスは、作品公開後、地方自治体が観光地や商品にロゴ、商標、キャラクター画像を使用す
ることに対し許諾を与える。 
 こうした三者間の関係性の実態を明らかにするため、研究グループのメンバーは様々な方法
でデータ・資料収集を行った。具体的には、ファンやクリエーター、自治体関係者に対するイ
ンタビューやアンケート調査を中心に実施した。さらに、＜物語世界＞の理解・分析を行うた
めに、研究者自身が、作品の視聴・分析を行った上で、作品ゆかりの地において、行為者行動
観察・分析を中心とした実地調査を行った。さらに、自治体、JNTO などの観光客入り込み数な
どの統計データも利用し、コンテンツツーリズム現象の規模の推計も行った。最後に、コンテ
ンツツーリズム現象の特徴を理解するため、関連文献の調査を行い、別のツーリズム事例との
相違点について考察を加えた。 
 以上のような方法を用い、本研究では、具体的な複数のコンテンツツーリズム事例に対し、
ファン、コンテンツビジネス、地方自治体という三者それぞれの実践の特質と三者間の関係性
構築の実態を把握することで、コンテンツツーリズムの発展的再定義に資する知見を得ること
を目指した。なお、本研究においては、21 世紀における＜旅の文化＞の重要な側面としてのコ
ンテンツツーリズムの社会文化的な特質と意義を探ることに重点を置いているため、経済効果
の評価・分析には重点を置いていない。 
 
４．研究成果 
 メディア作品が誘発する観光については、従来、海外を中心に、フィルムツーリズム、リテ
ラリーツーリズム等、メディアフォーマットを中心に分析をするアプローチが採られてきた。
しかし、デジタル化、情報化が進展する中で、＜物語世界＞のコンテンツは複数の作品・メデ
ィアを通じて発信されるケースがますます増え、理論上の課題が表面化する。すなわち、例え
ば＜映画ロケ地ツーリズム＞の場合、原作の小説の役割・影響をどう分析するかという問題が
それである。コンテンツ産業においてメディアミックスが活発に行われてきた日本では、1990
年代頃より、世界に先駆けて＜コンテンツ＞と＜メディアミックス＞の役割が議論され、2005
年には国土交通省等の「映像等コンテンツの制作・活用による地域振興のあり方に関する調査
報告書」によって「コンテンツツーリズム」という概念が登場するに至る。21 世紀の社会にお
いては国や文化を問わず、ますますデジタル化、情報化が進展していくであろうことを踏まえ



ると、こうした日本発のコンテンツツーリズムの概念は、日本以外の社会にも適用可能な方法
論として発展させることが可能である考えられる。こうした問題意識から、2013 年にビート
ン・山村・シートンは英文の共著論文を発表し、初めて英語でコンテンツツーリズムを定義し、
同概念を日本以外の観光学研究者に紹介した。本研究 5年間の成果は、この論文を出発点とし
つつ、コンテンツツーリズムに関する国際的に汎用可能な理論と方法論を提示したことにある。 
 その成果とは具体的に以下の二点に集約できる。第一に、国内の事例を中心に＜コンテンツ
ツーリズム研究＞の理論と方法論を開発した点、第二に、その理論と方法論を海外事例に適応
し、日本発の理論を用いて各国のコンテンツツーリズム事例を再検討した点、である。プロジ
ェクト前半（2014 年〜2017 年）では、主に＜地域研究・日本研究＞の形で複数の論文を発表し
た（下記の論文⑦～⑪、書籍③〜⑤）。さらにプロジェクト後半（2017 年～2019 年）では、＜
観光学、メディア・文化学＞の形で海外の事例に焦点を当てた成果物を発表した（下記の論文
①～⑥、書籍①）。 
 このように研究期間中に多くの成果物を国際的に発表した結果、コンテンツツーリズムと日
本の観光事例に対し、世界の研究者から注目が集まるようになるとともに、フィルムツーリズ
ムなど英語で主流であった表現と並び、コンテンツツーリズムも英語圏の観光学研究において
一般的な概念となりつつある。さらに、研究チームが発表した論文の引用数は＜地域研究＞分
野において高い引用率を記録することができた（下記の論文⑦参照）。それと比べて観光学研究
分野での論文引用数は低いものであるが、日本における外国人旅行者の急増に伴い、日本の観
光学研究にも注目が集まっており、そうした中で研究成果をアピールできた点は時宜を得たも
のであった。研究期間を通して得たこうした成果を今後発展させていくためには、依然として
コンテンツツーリズム研究の蓄積が、日本・アジア地域中心である点を克服する必要がある。
とりわけ、これまでフィルムツーリズム研究等で先行している欧米の事例について、コンテン
ツツーリズムの理論を用いた研究の蓄積が重要となろう。本研究で得られた知見が国内外で活
用されることで、今後の国際的なコンテンツツーリズム研究のさらなる発展を期待したい。 
 
５．主な発表論文等 
 下表に示す通り、毎年の報告書で記した研究業績の累計は 100本を超えている。したがって、
以下、研究活動の全体像がわかるよう、主な学会・出版物の種類・カテゴリーで整理をして示
す。 
 2014 2015 2016 2017 2018 計 
査読付き論文 6 0 4 7 7 24 
査読無し論文 1 0 3 0 0 4 
研究発表 14 6 17 8 24 69 
図書（単著、編集） 1 2 3 0 0 6 
図書（チャプター） 0 0 0 1 1 2 
 
 
〔雑誌論文〕（計２８件） 
 代表・分担者が個人的に論文を発表しているが、グループとしての主な業績は、二つの国際
学会誌(Scopus に記載）の特集号を刊行したことである。 
 
Journal of War & Culture Studies Special Edition Vol. 12.1 

① Philip Seaton, “War, Popular Culture, and Contents Tourism in East Asia”, 査読付
き, Journal of War & Culture Studies 12.1 (2019) pp. 1-7. 
https://doi.org/10.1080/17526272.2018.1431856  

② Takayoshi Yamamura, “Cooperation Between Anime Producers and the Japan Self-Defense 
Force: Creating Fantasy and/or Propaganda?”, 査読付き, Journal of War & Culture Studies 
12.1 (2019) pp. 8-23. https://doi.org/10.1080/17526272.2017.1396077  

③ Kyungjae Jang, “Between Soft Power and Propaganda: The Korean Military Drama 
Descendants of the Sun”, 査読付き, Journal of War & Culture Studies 12.1 (2019) pp. 24-36. 
https://doi.org/10.1080/17526272.2018.1426209  

④ Aleksandra Jaworowicz-Zimny, “Nazi Cosplay in Japan”, 査読付き, Journal of War & 
Culture Studies 12.1 (2019) pp. 37-52. https://doi.org/10.1080/17526272.2018.1427015  

⑤ Akiko Sugawa-Shimada, “Playing with Militarism in/with Arpeggio and Kantai 
Collection: Effects of shojo Images in War- related Contents Tourism in Japan”, 査読
付き, Journal of War & Culture Studies 12.1 (2019) pp. 53-66. 
https://doi.org/10.1080/17526272.2018.1427014  

⑥ Philip Seaton, “Kamikaze Museums and Contents Tourism”, 査読付き, Journal of War 
& Culture Studies 12.1 (2019) pp. 67-84. https://doi.org/10.1080/17526272.2018.1424432  



Japan Forum Special Edition Vol. 27.1. 

⑦ Philip Seaton and Takayoshi Yamamura, “Japanese Popular Culture and Contents 
Tourism”, 査読付き, Japan Forum 27.1 (2015) pp. 1-11. DOI 10.1080/09555803.2014.962564  

⑧ Takeshi Okamoto, “Otaku Tourism and the Anime Pilgrimage Phenomenon in Japan”, 査
読付き, Japan Forum 27.1 (2015) pp. 12-36. DOI 10.1080/09555803.2014.962565  

⑨ Akiko Sugawa-Shimada, “Rekijo, pilgrimage and ‘pop-spiritualism’: 
pop-culture-induced heritage tourism of/for young women”, 査読付き, Japan Forum 27.1 
(2015) pp. 37-58. DOI 10.1080/09555803.2014.962566  

⑩ Takayoshi Yamamura, “Contents tourism and local community response: Lucky star and 
collaborative anime-induced tourism in Washimiya”, 査読付き, Japan Forum 27.1 (2015) 
pp. 59-81. DOI 10.1080/09555803.2014.962567  

⑪ Philip Seaton, “Taiga dramas and tourism: historical contents as sustainable tourist 
resources”, 査読付き, Japan Forum 27.1 (2015) pp. 82-103. DOI 
10.1080/09555803.2014.962568  

 
特に⑦は、大きなインパクトがあり、Japan Forum 史上一のダウンロード数を誇り、既に引用
は 50 回に近づいている（2019 年 5月現在）。 
 
〔学会発表〕（計６９件） 
 ６９回の研究発表については、以下四つのカテゴリーに分けることができる：A)研究グルー
プが主催者として行った国際シンポジウム、B)複数の分担者が一緒に参加した国際研究発表会、
C)基調講演、D)そ他、一般発表（省略）。 
 
A）研究グループが主催者として行った国際シンポジウム： 

① Transnational Contents Tourism in Europe and Asia、東京外国語大学。発表者１３名の
論文は専門書（論文集）「Contents Tourism and Popular Culture Fandom: Transnational Tourist 
Experiences」で出版される予定（２０２０年）、２０１８年６月７日〜１０日。 

② British Association for Japanese Studies (Japan Branch) Mini-Conference: Civil 
Society, Tourism, Anthropology、北海道大学、２０１６年７月２９日〜３１日。 

③ CATS×南砺市×PARUS 連携フォーラム「地方発世界: 地方における文化・観光・事業の創造」、
南砺市クリエイタープラザ(富山県南砺市) 、２０１６年４月２９日〜３０日 。 

④ 第 3回 CATS 観光創造研究会、北海道大学。プロシーディングズは「コンテンツ・ツーリズ
ム研究の射程 国̃際研究の可能性と課題 」として出版された（下記「図書」参照）、２０１５年
３月１５日〜１６日。 

 
B）複数の分担者が一緒に参加した国際研究発表会（パネル発表など）： 

⑤ Travel and Tourism Research Association, Asia-Pacific Chapter Conference、香港、 
(Beeton, シートン, 山村) 、２０１７年１２月８日。 

⑥ American Anthropological Association 116th Annual Meeting、ワシントン DC、 (山村, ジ
ャン)、２０１７年１２月１日。 

⑦ Contents Tourism: Creativity, Fandom, Neo-Destination、カリフォルニア大学バークレ
ー校、 (山村, 須川, ジャン, 妙木)、２０１７年３月１０日〜１１日。 

⑧ Joint East Asian Studies Conference、SOAS ロンドン大学、(シートン, 山村, 須川, ジ
ャン)、２０１６年９月７日〜９日。 

⑨ Travel and Tourism Research Association, Asia-Pacific Chapter Conference、明治大学 、
(Beeton, シートン, 山村, 須川)、２０１５年１２月４日〜６日。 

⑩ Association for Asian Studies、シカゴ、(シートン, 山村, 須川, ジャン)、２０１５年
３月２６日〜２９日。 

⑪ Travel and Tourism Research Association Conference、ブルージュ、(シートン, Beeton)、
２０１４年６月１８日〜２０日。 

 
C）基調講演 

⑫ Philip Seaton, “On the Trail of Shiba Ryotaro and Jane Austen”, W.G. Beasley Memorial 



Lecture 2019、SOAS ロンドン大学、２０１９年３月１３日。 

⑬ Philip Seaton, “On the Trail of Samurai and Wizards: Defining "Success" in Contents 
Tourism”. 16th International Conference on Japanese Studies. アテネオ・で・マニラ大
学、フィリピン、２０１８年２月３日。  

⑭ Takayoshi Yamamura, “Who creates ‘Contents Tourism’? A new tourism model induced 
by pop culture in the age of mixed media”, Contents Tourism: Creativity, Fandom, 
Neo-Destination、カリフォルニア大学バークレー校、２０１７年３月１０日。 

⑮ Takayoshi Yamamura & Kyungjae Jang, “Inheriting Contemporary Memories: The 
contentization of heritage and the heritagization of pop culture contents”, 
International Conference on The Glocal Culture and Regional Development、ソウル大学、
２０１６年１１月１０日。 

⑯ Philip Seaton, “Pop Culture, History, and “Contents Tourism” in Japan”, カーデ
ィフ大学、２０１６年１１月１０日。  

⑰ Philip Seaton, “Islands of Memory: War, popular culture and contents tourism in the 
Inland Sea”、ケンブリッジ大学、２０１６年１１月１８日。 

⑱ Philip Seaton, “Pop Culture, History and "Contents Tourism" in Japan”, 国際交流
基金レクチャーツアー（カナダ）、レニソン大学（10日）、Ted Rodgers School of Management 
（1 1 日）、ブリティッシュコロンビア大学（14日）、２０１６年３月１０日~ ２０１６年０３
月１４日  。 

 
〔図書〕（計８件） 
① Takayoshi Yamamura and Philip Seaton (eds), Channel View Publications, Contents 
Tourism and Popular Culture Fandom: Transnational Tourist Experiences (in press). 

② Philip Seaton and Takayoshi Yamamura, Routledge, Japanese Popular Culture and Contents 
Tourism, 2016, 118 pages. 

③ Philip Seaton, Takayoshi Yamamura, Akiko Sugawa-Shimada, Kyungjae Jang, Cambria Press, 
Contents Tourism in Japan: Pilgrimages to “Sacred Sites” of Popular Culture, 2017, 326 
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